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平
成
２８
年
度
一
般
会
計
予
算
の
概
要

　

平
成
２８
年
度
一
般
会
計
予
算
の
総
額

は
、
３
４
６
億
８
８
０
０
万
円
と
な
り
、

前
年
度
と
の
比
較
で
は
、
額
と
し
て
２０
億

９
８
０
０
万
円
の
減
、
率
に
し
て
５
・
７
％

の
減
と
な
り
ま
す
。

　
歳
入
は
、
個
人
市
民
税
に
つ
い
て
は
、

賃
金
上
昇
な
ど
か
ら
増
を
、
固
定
資
産
税・

都
市
計
画
税
も
、
対
象
の
適
正
把
握
な
ど

か
ら
増
を
見
込
み
、
地
方
交
付
税
に
つ
い

て
も
、
前
年
度
普
通
交
付
税
の
実
績
な
ど

か
ら
増
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
歳
出
は
、
認
定
子
ど
も
園
へ
移
行
す
る

た
め
の
民
間
保
育
所
施
設
整
備
事
業
、
ご

み
処
理
施
設
等
整
備
基
金
積
立
金
な
ど
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。
な
お
、
２７
年
度
継
続

事
業
と
し
て
鴻
巣
駅
東
口
駅
通
り
地
区
市

街
地
再
開
発
事
業
は
、
組
合
設
立
の
認
可

の
も
と
、
権
利
変
換
認
可
を
取
得
す
る
な

ど
の
業
務
に
対
し
支
援
し
ま
す
。

主 な 事 業 に 注目
安全・安心でゆったりと暮らせるまちづくり
◦大間近隣公園 [高規格堤防]整備事業� 20,622
◦ふるさと総合緑道整備事業� 94,386
◦鴻巣行田北本環境資源組合負担金� 180,159

すべての人が健やかで思いやるのあるまちづくり
◦放課後児童クラブ整備事業(箕田)【新規】� 27,087
◦民間放課後児童クラブ施設整備事業(田間宮)【新規】� 16,641
◦こどもの医療費支給事業【一部新規】� 375,334
◦民間保育所施設整備事業� 100,036
◦健康ウォーキングポイント事業� 15,888

利便性が高くうるおいのあるまちづくり
◦駅施設等維持管理事業（吹上駅自由通路）【一部新規】� 34,621
◦富士見通線代替道路整備事業� 9,200
◦市道A－1004号線整備事業� 15,000
◦三谷橋大間線（２期工事）整備事業� 107,015
◦市街化編入に伴う荒川左岸通線整備事業� 115,500

心ゆたかでときめきのあるまちづくり
◦小学校施設改修事業（南小校舎大規模改造工事）� 312,940
◦中学校施設改修事業（南中校舎改修工事設計）� 6,116
◦みどりの校庭推進事業（松原小学校）� 25,530
◦放課後子ども教室推進事業� 14,127

いきいきと個性かがやく活力あるまちづくり
◦鴻巣・行田地区経営体育成基盤整備事業� 11,850
◦道の駅整備事業� 246

市民協働のまちづくり
◦本町コミュニティセンター管理運営事業� 47,489
◦集会所建設等補助事業� 32,661

スリムで効率的な行政経営によるまちづくり他
◦コンビニ交付システム構築事業【新規】� 119
◦本庁舎改修事業� 643,734
◦第６次総合振興計画策定事業� 3,355
◦定住促進事業【新規】� 4,100

　₃月定例会は、₂月２６日から₃月２４日までの２８日間の会期で開かれ、市長から提出された「平成２８年
度鴻巣市一般会計予算」など４５件の議案について慎重審議し、すべての議案を承認及び原案のとおり可
決しました。
　また、議員提出議案₃件を上程の上、可決し、請願₂件は、いずれも不採択となりました。

３月
定例会
2/２６～3/２４

平成２８年度 会計別当初予算額 （単位：千円）
一　般　会　計 34,688,000

特
別
会
計

国民健康保険事業 14,589,000
介護保険 7,310,000
北新宿第二土地区画整理事業 500,000
広田中央特定土地区画整理事業 124,000
後期高齢者医療 1,163,000
農業集落排水事業 115,000

計 23,801,000
公
営
企
業
会
計

水道事業会計 3,099,214
下水道事業会計 4,535,151

計 7,634,365
合　　　計 66,123,365

審議議案平成２８年度鴻巣市一般会計予算決まる
鴻巣市まち・ひと・しごと創生総合戦略の取組に向けた１年

（単位：千円）
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子
育
て
短
期
支
援
事
業

問
事
業
の
内
容
と
受
け
入
れ
施
設
は
。

答
こ
の
事
業
の
う
ち
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス

テ
イ
事
業
は
、
保
護
者
が
仕
事
な
ど
の
理

由
で
、
一
時
的
に
養
育
が
困
難
に
な
っ
た

場
合
に
、
学
校
や
保
育
所
等
の
終
了
後
か

ら
夜
９
時
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
事
業
は
、
保
護
者
の
疾
病
等
の

理
由
に
よ
り
、
お
子
さ
ん
を
養
育
す
る
こ

と
が
一
時
的
に
困
難
と
な
っ
た
場
合
に
、

宿
泊
し
て
預
か
る
制
度
で
す
。
利
用
で
き

る
期
間
は
原
則
７
日
間
で
す
が
、
一
度
延

長
が
で
き
、最
大
１４
日
間
利
用
で
き
ま
す
。

利
用
で
き
る
施
設
は
、
加
須
市
の
社
会
福

祉
法
人
「
愛
の
泉
」
児
童
養
護
施
設
と
乳

児
院
を
予
定
し
て
お
り
、
新
規
事
業
と
な

り
ま
す
。小

・
中
学
校

ふ
れ
あ
い
サ
ポ
ー
ト
事
業

問
特
別
支
援
学
級
を
開
設
す
る
学
校
は
。

答
鴻
巣
南
小
学
校
、
田
間
宮
小
学
校
、

吹
上
北
中
学
校
に
知
的
障
が
い
ク
ラ
ス
を

新
設
し
ま
す
。
箕
田
小
学
校
、
赤
見
台
第

一
小
学
校
に
自
閉
症
・
情
緒
障
が
い
ク
ラ

ス
を
増
設
す
る
予
定
で
す
。

図
書
館
管
理
運
営
事
業

問
平
成
２８
年
度
の
取
組
は
。

答
２６
年
度
か
ら
始
め
た
学
校
図
書
館
支

援
事
業
に
つ
い
て
、
２７
年
度
は
１２
校
ま
で

拡
大
し
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
４
校
を
加
え

て
、
司
書
を
派
遣
す
る
計
画
で
す
。

在
宅
超
重
症
心
身
障
害
児

レ
ス
パ
イ
ト
ケ
ア
事
業

問
事
業
の
内
容
は
。

答
超
重
症
心
身
障
が
い
児
を
在
宅
で
介

護
す
る
家
族
の
精
神
的
・
身
体
的
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
利
用
す
る
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
及
び
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
施
設
等
に
対
し

て
、
支
援
を
行
う
新
規
事
業
で
す
。

道
路
維
持
・
補
修
業
務

委
託
は

問
今
ま
で
市
職
員
が
維
持
・
補
修
を
行
っ

て
い
た
も
の
を
、
ど
の
よ
う
な
理
由
で
委

託
す
る
の
か
。

答
道
路
の
維
持
・
補
修
等
で
軽
易
な
も

の
は
、
道
路
課
所
属
の
現
業
職
員
が
行
っ

て
い
ま
し
た
が
、
本
年
度
、
現
業
職
員
１０

名
の
う
ち
４
名
が
退
職
し
６
名
と
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
直
営
業
務
の
継
続
は
非

常
に
難
し
い
こ
と
か
ら
業
務
委
託
す
る
も

の
で
す
。委
託
形
態
は
、市
内
を
６
ブ
ロ
ッ

ク
に
区
切
っ
た
上
で
、
市
内
本
店
業
者
の

中
か
ら
、
指
名
競
争
入
札
で
決
定
、
契
約

し
、
様
々
な
維
持
・
補
修
業
務
を
行
う
も

の
で
す
。
来
年
度
、
埼
玉
県
の
新
た
な
労

務
単
価
等
が
出
て
か
ら
、
設
計
書
を
作
成

し
委
託
業
者
を
決
め
、
６
月
か
ら
の
本
格

稼
働
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

吹
上
駅
自
由
通
路
の

調
査
委
託
は

問
吹
上
駅
の
自
由
通
路
調
査
委
託
と
あ

る
が
、
Ｊ
Ｒ
か
ら
危
険
が
あ
る
と
の
報
告

が
あ
っ
た
の
か
。

答
吹
上
駅
北
口
駐
車
場
の
利
用
者
が
、

自
由
通
路
の
下
を
通
過
す
る
際
に
、
落
下

物
を
発
見
し
た
と
の
報
告
が
あ
り
、
確
認

し
た
と
こ
ろ
、腐
食
部
品
の
落
下
で
あ
り
、

調
査
の
必
要
上
予
算
化
し
ま
し
た
。
今
回

調
査
委
託
す
る
に
あ
た
り
、
安
全
に
配
慮

し
な
が
ら
、
多
額
な
修
繕
費
が
か
か
ら
な

い
よ
う
に
委
託
す
る
予
定
で
す
が
、
外
観

上
、
見
栄
え
が
良
く
な
い
部
分
も
見
受
け

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
箇
所
も

な
る
べ
く
直
し
て
行
く
よ
う
進
め
て
い
き

ま
す
。国

民
健
康
保
険
の
医
療
費

問
一
人
当
た
り
の
年
間
医
療
費
の
推
移

と
、
そ
の
傾
向
は
。

答
平
成
２１
年
度
が
一
人
当
た
り
２８
万
円
、

２２
年
度
が
２８
万
７
千
円
、
２３
年
度
が
２９
万

１
千
円
、
２４
年
度
が
約
３０
万
１
千
円
、
２５

年
度
が
約
３１
万
２
千
円
、
２６
年
度
が
約
３２

万
円
と
、右
肩
上
が
り
で
伸
び
て
い
ま
す
。

な
お
、
前
期
高
齢
者
の
一
人
当
た
り
の
医

療
費
は
、
約
４５
万
円
、
後
期
高
齢
者
は
約

９０
万
円
と
な
り
、
年
齢
を
重
ね
る
と
高
額

に
な
っ
て
い
く
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

路
上
喫
煙
及
び
空
き
缶
等

の
ポ
イ
捨
て
防
止
事
業

問
路
上
喫
煙
及
び
空
き
缶
等
の
ポ
イ
捨

て
防
止
事
業
に
つ
い
て
、
重
点
区
域
指
導

委
託
料
で
実
施
さ
れ
る
業
務
内
容
、
効
果

は
。

答
路
上
喫
煙
し
て
い
る
方
を
そ
の
場
で

指
導
す
る
ほ
か
、ご
み
も
拾
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
目
立
ち
や
す
い
緑
色
の
ベ
ス
ト
を

着
用
す
る
こ
と
か
ら
、
路
上
喫
煙
や
ポ
イ

捨
て
に
対
す
る
相
当
な
抑
止
力
に
な
っ
て

い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

水
安
全
計
画
の
策
定
、
下

水
道
管
路
業
務
委
託
は

問
水
道
事
業
基
本
計
画
の
見
直
し
と
水

安
全
計
画
の
策
定
、
下
水
道
事
業
の
管
路

施
設
長
寿
命
化
計
画
策
定
業
務
委
託
は
。

答
水
道
事
業
基
本
計
画
の
見
直
し
に
つ

い
て
は
、
施
設
の
耐
震
化
が
急
が
れ
る
一

方
で
、
震
災
以
降
の
料
金
収
入
の
減
少
等

に
よ
り
、
設
備
維
持
管
理
費
用
等
を
含
め

た
計
画
を
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
水
安
全
計
画
で
は
、
水
道
水

の
安
全
性
を
高
め
、
水
源
か
ら
給
水
栓
に

▪インターネット中継　平成２８年₃月利用統計（アクセス数）　　◆ライブ中継・・2,０９９件　　◆録画中継・・９４０件

当初予算当初予算

当初予算

当初予算

当初予算

当初予算

当初予算当初予算

当初予算
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至
る
段
階
で
の
危
機
管
理
等
を
行
い
、
安

全
な
水
の
供
給
を
確
実
に
す
る
、
水
道
シ

ス
テ
ム
の
構
築
を
目
的
と
す
る
も
の
で

す
。
ま
た
、
本
市
の
下
水
道
施
設
は
、
供

用
開
始
が
昭
和
５６
年
で
３４
年
が
経
過
し
て

い
ま
す
。
下
水
道
管
の
耐
用
年
数
は
、
一

般
的
に
５０
年
と
言
わ
れ
て
お
り
、
国
か
ら

の
補
助
金
を
活
用
し
、
長
寿
命
化
計
画
を

策
定
し
ま
す
。

鳥
害
対
策
と
費
用
対

効
果
は

問
ム
ク
ド
リ
等
の
鳥
害
対
策
委
託
に
つ

い
て
は
、
毎
年
３
０
０
万
円
程
度
を
計
上

し
、
鳥
害
対
策
を
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、

何
か
抜
本
的
な
対
策
は
な
い
の
か
。

答
鳥
害
対
策
に
つ
い
て
は
、樹
木
の
剪
定
、

忌
避
剤
等
の
使
用
に
よ
り
、
一
定
の
効
果

は
出
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
色
々
な

業
者
か
ら
、
ム
ク
ド
リ
等
の
対
策
の
提
案

を
受
け
て
い
ま
す
が
、完
全
な
解
決
策
を

見
出
す
こ
と
は
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
今
後

も
新
し
い
対
策
が
で
き
る
よ
う
で
あ
れ

ば
、
そ
の
よ
う
な
方
法
も
取
り
入
れ
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

新
設
吹
上
保
育
園
の
整
備

問
工
事
の
進
み
具
合
は
。

答
平
成
２７
年
度
は
、
保
育
園
用
地
に
隣

接
す
る
道
路
幅
員
を
９
ｍ
に
改
良
し
ま
し

た
。
ま
た
、
用
地
の
購
入
も
完
了
す
る
予

定
で
す
。
２８
年
度
以
降
は
、
水
路
の
付
け

替
え
や
下
水
道
の
整
備
、
地
盤
改
良
の
た

め
の
埋
め
立
て
を
行
う
予
定
で
す
。
そ
の

後
、
実
施
設
計
等
に
入
る
こ
と
か
ら
、
開

園
予
定
は
、
３２
年
４
月
頃
に
な
る
見
込
み

で
す
。コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

運
営
事
業
は

問
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
営
事
業
は
、

市
の
負
担
が
１
億
円
を
超
え
て
い
る
が
、

対
応
は
。

答
交
通
弱
者
の
保
護
と
い
う
観
点
か
ら

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
含
め
た
交
通

手
段
の
確
保
は
、
大
切
な
こ
と
と
考
え
ま

す
。
市
で
は
、
乗
車
人
数
の
確
認
を
年
２

回
行
い
、
時
間
帯
ご
と
に
何
人
く
ら
い
乗

る
か
、
高
齢
者
の
方
は
ど
の
時
間
帯
に
利

用
す
る
の
か
等
の
詳
細
な
調
査
を
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
今
後
の
運
営
形
態
を
検

討
す
る
際
に
参
考
資
料
と
す
る
た
め
の
も

の
で
す
。さ
ら
に
平
成
２８
年
度
に
は
、よ
り

細
や
か
な
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
ど

の
よ
う
な
運
営
が
良
い
の
か
検
討
し
ま
す
。

花
久
の
里
の
施
設
増
設
後

の
位
置
づ
け

問
施
設
が
増
設
さ
れ
た
が
、
今
後
の
施

設
の
位
置
づ
け
と
対
象
と
す
る
利
用
者
に

つ
い
て
の
考
え
方
は
。

答
花
を
活
か
し
た
地
場
産
業
の
振
興
の
場
、

植
物
を
活
か
し
た
く
つ
ろ
ぎ
の
場
、
そ
し

て
音
楽
・
芸
術
を
活
か
し
た
交
流
の
場
と

し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。
今
ま
で
は
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
と
し
て
、
市
内
の

方
の
交
流
の
場
に
重
点
を
置
い
て
き
ま
し

た
が
、
今
後
は
更
に
広
範
囲
の
人
々
を
対

象
に
、
観
光
拠
点
と
し
て
の
位
置
づ
け

を
打
ち
出
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

こ
ど
も
の
医
療
費

無
料
化
の
拡
大

問
拡
大
の
範
囲
は
。

答
現
在
、
す
べ
て
の
子
ど
も
の
医
療
費

が
義
務
教
育
終
了
ま
で
無
料
で
す
が
、
平

成
２８
年
度
か
ら
は
、
１８
歳
以
下
の
子
ど
も

を
３
人
以
上
養
育
し
て
い
る
世
帯
に
お
い

て
、
医
療
費
を
１８
歳
年
度
末
ま
で
無
料
に

す
る
も
の
で
す
。

問
拡
大
の
ね
ら
い
は
。

答
少
子
化
対
策
の
観
点
か
ら
、
多
子
世

帯
の
経
済
的
な
負
担
の
軽
減
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

空
き
家
等
の
適
正
管
理
に

関
す
る
条
例
を
廃
止

問
国
の
「
空
き
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す

る
特
別
措
置
法
」
の
完
全
施
行
に
伴
い
、

今
後
は
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
事
務
を
進

め
て
い
く
た
め
、
本
市
の
条
例
を
廃
止
す

る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
内
容
は
す
べ
て
網

羅
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
事
務
手
続
き
上
の
違
い
が
若
干
あ
り

ま
す
が
、お
お
む
ね
網
羅
さ
れ
て
い
ま
す
。

条
例
で
は
命
令
に
従
わ
な
い
場
合
、
そ
の

者
の
住
所
、氏
名
、空
き
家
等
の
所
在
地
、

命
令
内
容
等
を
公
表
す
る
と
い
う
項
目
が

あ
り
ま
し
た
。
法
で
は
、
住
所
、
氏
名
の

公
表
が
な
く
な
り
ま
す
が
、
命
令
し
た
段

条例の一部改正条例の一部改正

条例の一部改正

補正予算

補正予算

当初予算

増設された庭園、地場産センター、地域食材ふれあい工房（花久の里）
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条例の一部改正

人
口
減
少
対
策
委
員
会
の
設
置
、

提
言
書
を
ま
と
め
る

　
政
策
総
務
常
任
委
員
会
は
、
人
口
減
少

対
策
が
今
後
、
重
要
課
題
と
認
識
し
、
政

策
総
務
常
任
委
員
会
の
７
名
の
委
員
に
加

え
、
各
常
任
委
員
会
か
ら
代
表
１
名
の
合

計
10
名
で
昨
年
12
月
18
日
、
鴻
巣
市
人
口

減
少
対
策
委
員
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

第
１
回
目
の
委
員
会
を
本
年
１
月
10
日
に

開
催
し
、
代
表
及
び
副
代
表
を
選
出
し
た

後
、
執
行
部
の
「
鴻
巣
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
骨
子
」
に
あ
る

４
本
の
基
本
目
標
を
基
に
検
討
し
て
い
く

こ
と
に
し
ま
し
た
。

基
本
目
標
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①�　
鴻
巣
市
で
出
産
・
子
育
て
を
し
た
い

と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
（
案
）

②�　
多
様
な
ひ
と
が
住
み
た
い
と
思
え
る

ま
ち
づ
く
り
（
案
）

③�　
人
口
構
造
の
変
化
に
対
応
し
た
、
健

康
で
安
全・安
心
な
地
域
づ
く
り
（
案
）

④�　
ま
ち
に
に
ぎ
わ
い
と
活
力
を
も
た
ら

す
産
業
基
盤
の
充
実
し
た
ま
ち
づ
く
り

（
案
）

　
委
員
会
は
５
回
開
催
、
基
本
目
標
に
対

し
新
た
な
提
言
及
び
文
言
の
修
正
等
24
項

目
に
ま
と
め
た
提
言
書
を
２
月
24
日
市
長

に
提
出
し
ま
し
た
。

　
市
長
よ
り
３
月
16
日
、
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
内
容
は
、
15
項
目
が
提
言
に

沿
っ
た
修
正
、
２
項
目
が
一
部
提
言
に

沿
っ
た
修
正
と
い
う
も
の
で
す
。

　
今
後
は
、
こ
の
修
正
内
容
を
含
め
「
鴻

巣
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」
が
作
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
提
言
及
び
文
言
の
修
正
等
24
項

目
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
基
本
目
標
①
の
基
本
的
方
向
で
は
、「
鴻

巣
市
で
出
産
・
子
育
て
を
し
た
い
と
思
え

る
ま
ち
づ
く
り
」
を
「
結
婚
・
出
産
・
子

育
て
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
り
」
と
い
う

前
向
き
の
表
現
に
す
べ
き
で
あ
る
。

　
ま
た
、
代
表
的
な
取
組
の
方
向
性
で
は

「
子
育
て
不
安
の
軽
減
」
を
、
よ
り
積
極

的
な
支
援
の
姿
勢
を
打
ち
出
す
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、「
子
育
て
世
代
包
括
支
援

の
充
実
」
に
改
め
る
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら

に
は
、
結
婚
を
希
望
し
て
い
る
人
の
出
会

い
の
機
会
づ
く
り
へ
の
支
援
を
新
た
に
加

え
る
べ
き
で
あ
る
。

　
基
本
目
標
②
の
基
本
的
方
向
で
は
、「
住

み
た
い
・
住
み
続
け
た
い
と
思
う
住
宅
基

盤
を
整
え
る
こ
と
で
、
人
口
増
加
や
土
地

の
有
効
利
用
、
資
産
価
値
向
上
を
促
進
」

の
文
言
を
「
住
み
た
い
・
住
み
続
け
た
い

と
思
う
都
市
基
盤
を
整
え
る
こ
と
で
、
定

住
促
進
を
図
り
ま
す
」
に
改
め
る
べ
き
で

あ
る
。

　
基
本
目
標
③
の
代
表
的
な
取
組
の
方
向

性
で
は
、
具
体
的
な
内
容
が
明
記
さ
れ
て

お
ら
ず
分
か
り
に
く
い
。
具
体
的
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
導
入
、
体
力

づ
く
り
・
筋
力
づ
く
り
、
防
災
リ
ー
ダ
ー

の
育
成
な
ど
を
明
記
す
べ
き
で
あ
る
。

条例の一部改正

階
で
当
該
特
定
空
家
等
へ
特
定
空
家
等
の

所
在
地
、
用
途
、
措
置
の
内
容
、
命
令
に

至
っ
た
理
由
等
を
表
示
し
た
標
識
を
設
置

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
命
令
し

た
旨
を
市
の
掲
示
板
等
に
公
示
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
法
で
は
過
料

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税

賦
課
限
度
額
の
引
き
上
げ

問
国
の
限
度
額
に
対
す
る
県
内
各
市
の

状
況
は
。

答
地
方
税
法
等
で
定
め
ら
れ
て
い
る
国

民
健
康
保
険
税
の
賦
課
限
度
額
は
、
※
３

つ
の
課
税
額
の
合
計
で
８５
万
円
で
す
。
県

内
で
は
、
賦
課
限
度
額
８１
万
円
が
１２
市
、

８０
万
円
が
１
市
、
７７
万
円
が
１２
市
、
７６
万

円
が
２
市
、
７５
万
円
が
２
市
、
７３
万
円
が

本
市
を
含
め
て
６
市
と
い
う
状
況
で
、
低

く
抑
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

固
定
資
産
の
価
格
等
の

不
服
申
立
て
は

問
４
月
１
日
以
降
に
決
定
さ
れ
た
固
定

資
産
の
価
格
等
に
つ
い
て
、
そ
の
価
格
に

対
し
不
服
が
あ
る
場
合
に
つ
い
て
市
に
対

し
て
審
査
請
求
で
き
る
期
間
を
６０
日
か
ら

３
ケ
月
に
延
ば
す
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の

必
要
性
や
理
由
は
。

答
改
正
前
は
、
納
税
通
知
書
が
送
ら
れ

て
、
そ
の
価
格
に
対
し
不
服
が
あ
る
場
合

に
つ
い
て
不
服
申
立
て
が
で
き
る
期
間
が

６０
日
以
内
で
し
た
が
、
法
律
の
専
門
的
な

知
識
を
有
し
な
い
住
民
が
価
格
等
に
対
す

る
処
分
に
不
満
を
感
じ
、
場
合
に
よ
っ
て

は
、
弁
護
士
等
の
専
門
家
に
相
談
し
た
上

で
、
裏
づ
け
と
な
る
資
料
を
集
め
、
審
査

申
出
書
等
の
必
要
な
書
類
を
作
成
し
、
申

立
て
と
い
う
一
連
の
行
為
を
す
る
に
は
、

か
な
り
の
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
審
査
申
出
期
間
が
１
ケ
月
延
び
る
こ

と
は
、
住
民
が
じ
っ
く
り
と
検
討
し
つ
つ

準
備
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か

ら
、
住
民
の
利
便
性
の
向
上
に
つ
な
が
る

も
の
と
考
え
ま
す
。

※
３
つ
の
課
税
額
と
は

◦�

国
保
加
入
者
の
方
が
診
療
を
受
け
た
と

き
、
医
療
費
の
支
払
い
に
あ
て
る
財
源

と
な
る
医
療
保
険
分

◦�

７５
歳
以
上
の
高
齢
者
の
医
療
制
度
「
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
」
を
現
役
世
代
か

ら
共
に
支
援
す
る
後
期
高
齢
者
支
援
金

分
◦
介
護
保
険
の
財
源
と
な
る
介
護
保
険
分


